




























ここでは枚数の関係から， íゲルマント家の夫人たちの髪飾り J ， í スワン夫人
の衣装個性J ， í フォルチュニーの衣装j の三つの例に絞って，モードの記号を
読みとき，背後に隠された意味を，更に小説におけるモードの役割を考えてみ
たい。なお， íモードj の語は，ここでは， í流行j ではなく， í衣服・服飾」
という意味で使用している。
1) A ﾜl R('(、herche du 百'1/1戸 ρl'rdu， gallimard, (Biblioth鑷ue de la Pléiade) 、 1 ()9~7) ， 11, 11 
(1988) , IV (1989) からの引則は.巻・頁数のみ記す。なお小説の日本語訳は井上究-f!11訳(筑
摩書房)を参照， J直下[変更を加えた。 111. p. 442. 
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I ゲルマント家の夫人たちの髪飾り


















れ，さらに低くのどの高さで再び巻き付けられていた[. • .](11, p. 341) 








2) 1892年 5月。“Fragment自 de corn馘ie italienne" in Lω plaisirs d /t:s jow:ç に再編される。 .lt'all
Sanleuil ρ7'écédé de 心、 ρlais;，:ç 1'1 les jou爪 gallimard， (Bibliotht-que de la Pl t- iade), 1971, p. 48. 
3) II , p. ;~79. 
4) II , p. 344. 







の羽扇が打っていた。 (II， p. 353) 
公爵夫人の装いは，さらに徹底して鳥のイマージュで包まれている。ファッ























6) Il, p. 357. 
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長い花柄の上に高々と掲げ，さっとそれを広げるのだった。(1， p. 625) 













































7) Jell Salltruil, p. 419. 
8) 1, p. 218. 




























10) “saute en barqlle" は短い上着，“suivez- l11oÎ jeune homme" は長いリボシのついた|帽子。
11) Jean-PieITe Richard , Prollsl e/ It. mondr S('JIú b!(', S l:'uil , 1974, p. 201. 
12) 11 , p. 1462. Annna Favrichon 、 Toi・lclles 1'1 silhoud 1ω jhn i 1 i nes chほ A1a lt"cl þrousl, Pre・sses
universitaires de Lyo l1, 1987, p. 154 
なお，フォルチュニーのテーマの発生，発展に|刻しては， 1口、 p. 1670-1675. KazlIyosﾍ Yosﾍ. 
kawa,“Genèse du leimotiv “ Fortllny" dans A la Rl'chrrc!/(' du T('1lIρsρC'l'du" in Eludcs d(~ Lanｭ









(III, p. 871) 




















していくのと|司じであった。(lII ， p. 896) 
恐らく，青と金の色が光の反射によって微妙に入り交じり色を変える，光沢
のある布地であることが推量できる。青と金の地に「水を飲む烏J が大胆に図
13) Louis R饌u. JlOllograρh;e (ﾜ.I'a'1 chr騁ien. Presses universitaires de Franee, Pari目、 1955， p. 83. 
































15) I 1, p. 900. 
] 6) 1, p. 382. 


























18) 1. p. 60. 
